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	１　はじめに
	２　本学におけるカスタマーハラスメントの定義
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	（１）要求の内容が社会通念上許容される範囲を超えるもの
	（２）要求を実現するための手段又は態様が社会通念上許容される範囲を超えるもの

	４　本学におけるカスタマーハラスメントへの対応


